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吹
奏
楽
部
が
演
奏
会 

 

金
沢
学
院
大
学
・
同
短
大

吹
奏
楽
部
の
第
16
回
定
期

演
奏
会
が
12
月
12
日
、
金
沢

市
の
県
文
教
会
館
で
開
か

れ
、
部
員
や
卒
業
生
ら
約
30 

人
が
息
の
合
っ
た
演
奏
で
来

場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。 
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野菜・果物不足の解消を  
 

 

北
國
健
康
生
き
が
い
支
援
事
業
の
今
年
度
第
１
回
金
沢
学
院

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
野
菜
・
果
実
と
健
康
の
サ
イ
エ
ン
ス
」
は
11
月
20

日
、
金
沢
学
院
４
号
館
講
堂
で
開
か
れ
ま
し
た
。
研
究
者
２
氏

が
講
演
し
、
野
菜
と
果
実
が
健
康
維
持
に
果
た
す
役
割
を
強
調

し
、
で
き
る
だ
け
多
く
取
る
よ
う
呼
び
掛
け
ま
し
た
。 

女
子
栄
養
大
の
吉
田
企
世
子

名
誉
教
授
は
「
野
菜
・
果
実
摂

取
量
に
み
る
日
・
欧
・
米
の
健

康
志
向
」
と
題
し
て
講
演
し
ま

し
た
。
１
人
一
日
当
た
り
の
野

菜
摂
取
の
目
標
量
３
５
０
㌘
に

対
し
、
日
本
人
の
平
均
摂
取
量

は
約
１
０
０
㌘
で
米
国
人
よ
り

少
な
い
と
の
デ
ー
タ
を
示
し
な

が
ら
「
特
に
若
い
人
の
食
べ
る

量
が
足
り
て
い
な
い
」
と
指
摘

し
ま
し
た
。 

一
日
の
目
標
２
０
０
㌘
に
対

し
て
摂
取
量
約
55
㌘
の
果
物
に 

 

金
沢
学
院
大
学
美
術
文
化

学
部
の
東
四
柳
史
明
教
授
は

11
月
３
日
、
北
國
新
聞
社
が

文
化
、
美
術
な
ど
の
分
野
に 

貢
献
し
た
人
た
ち
に
贈
る
第

64

回
北
國
文
化
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。 

 

東
四
柳
教
授
は
、
県
内
の

20

以
上
の
自
治
体
史
編
さ

ん
に
携
わ
る
な
ど
郷
土
史
の

発
展
に
寄
与
し
、
歴
史
資
源

を
地
域
の
活
性
化
に
生
か
す

活
動
に
力
を
注
い
で
き
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

 

金
沢
学
院
大
学
学
長
室
で

調
印
式
が
行
わ
れ
、
槻
木
裕

学
長
と
大
連
理
工
大
学
外
国

語
学
院
の
杜
鳳
剛
院
長
ら
が

協
定
書
に
署
名
を
し
、
握
手

を
交
わ
し
ま
し
た
。 

 

単
位
互
換
を
行
う
留
学
協

定
を
結
ん
で
い
る
海
外
の
大

学
は
ほ
か
に
、
英
国
エ
ク
セ

タ
ー
大
学
、
米
国
シ
ア
ト
ル

大
学
、
カ
ナ
ダ
州
立
カ
モ
ー

ソ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
が
あ
り
ま

す
。 

 

 

 

 

金
沢
学
院
大
学
は
11

月

29
日
、
中
国
大
連
理
工
大
学

外
国
語
学
院
と
の
友
好
協
力

協
定
を
改
定
し
、
単
位
互
換

を
行
う
短
期
留
学
制
度
の
導

入
を
合
意
し
ま
し
た
。 

 

２
０
０
１
年
に
協
定
を
結

ん
で
以
来
、
学
術
と
教
育
の

交
流
を
通
じ
て
両
大
学
の
友

好
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
今

回
の
改
定
で
、
友
好
協
力
関

係
を
一
層
強
め
て
い
く
方
針

で
す
。 

 
 

 

単
位
互
換
留
学
協
定
に
調
印 

金
沢
学
院
大
と
大
連
理
工
大 

協
定
書
を
手
に
握
手
す
る
槻

木
学
長
（
右
）
と
杜
院
長 

＝
学
長
室 

 

女子栄養大名誉教授らが講演 

北國健康生きがい支援事業 

 講
演
に
聞
き
入
る
出
席
者 

＝
講
堂 

東
四
柳
教
授
に
北
國
文
化
賞 

つ
い
て
は
、
オ
ラ
ン
ダ
が
日

本
の
３
倍
以
上
食
べ
て
い
る

こ
と
を
例
に
挙
げ
「
日
常
生

活
に
果
物
を
も
っ
と
気
軽
に

取
り
入
れ
よ
う
」
と
勧
め
ま

し
た
。 

 

続
い
て
、
首
都
大
東
京
大

学
院
人
間
健
康
科
学
研
究
科

の
福
家
洋
子
教
授
が
「
食
生

活
の
工
夫
に
よ
る
が
ん
予 

防
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
、

免
疫
の
仕
組
み
な
ど
を
解
説

し
た
上
で
「
が
ん
の
発
症
リ

ス
ク
の
30

％
は
良
く
な
い

食
習
慣
に
あ
る
」
と
強
調
。

キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

ニ
ン
ニ
ク
を
は
じ
め
、
多
く

の
野
菜
に
抗
が
ん
作
用
を
持

つ
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
と

紹
介
し
ま
し
た
。 

北國文化賞

を受賞した

東四柳教授 

 
 

太
陽
電
池
式
の
時
計
塔
設
置 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
学
同
窓
会
「
翠
会
」 

真
＝
が
、
３
号
館
入
り
口

付
近
に
設
置
さ
れ
ま
し

た¥
¥

¥
 

 

 

環
境
に
優
し
い
太
陽

電
池
式
の
時
計
塔
＝
写 

た
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で

文
字
盤
に
明
か

り

が

灯

り

ま

す
。
従
来
の
時

計
塔
が
古
く
な

り
、
大
学
同
窓

会
「
翠
会
」
が

寄

付

し

ま

し

た
。 

演
劇
部
が
成
果
披
露 

 

金
沢
学
院
大
学
演
劇
部

「
演
劇
集
団
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｇ
Ｈ
」

の
第
12
回
公
演
「
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｒ
」
が
12
月
11
、
12

日
、
金
沢
市
民
芸
術
村
で
行

わ
れ
、
部
員
９
人
が
７
月
か

ら
け
い
こ
に
励
ん
で
き
た
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。 

 

み
や
び
や
か
に
演
奏 

 

第

35

回
金
沢
学
院
短

大
・
第
21
回
金
沢
学
院
大
学

邦
楽
演
奏
会
＝
写
真
＝
が
11

月
27
日
、
金
沢
市
の
県
教
育

会
館
で
開
か
れ
、
邦
楽
部
員

ら
11
人
が
箏
や
三
絃
な
ど

で
み
や
び
や
か
な
演
奏
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。 

 


